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　１月８日（日）、体育館・青少年センターと川西運動場を会場に、
式典および初期消火・救急救助・一斉放水訓練等を披露しました。
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�阪神・淡路大震災の経験と教訓を、いつまでも忘れるこ
とのないように「1.17ひょうごメモリアルウォーク2012」
を次のとおり開催します。　奮ってご参加ください。
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　※雨天決行（暴風・大雨・大雪警報発表時は中止）
�����１月17日（火）午前８時30分スタート　
����　川西運動場（川西町）
�����ＨＡＴ神戸・なぎさ公園までの約10㎞

���������	
���献花は、午後５時まで受け付け
　���　１月17日（火）午前11時50分～午後０時30分
　���　人と防災未来センター（ＨＡＴ神戸内）
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
月
十
七
日
で
十

七
年
を
経
過
す
る
に
あ
た
り
、
犠
牲
者
を
追
悼

す
る
た
め
、「
１
・
１
７
芦
屋
市
祈
り
と
誓
い
」

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
∧
雨
天
決
行
∨
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一
月
十
七
日（
火
）午
前
七
時
〜
午
後
五
時

�
�
�
　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災 
慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」前（
芦
屋
公
園
内
）
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記
帳
・
献
花

　
　
　
　

※
花
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

　
　
　
　

※
供
花
や
供
物
な
ど
は
、
固
く
辞
退
し
ま
す
。

　
　
　
　

※
駐
輪
場
・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。
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昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
自
然
が
与
え
た
試
練
と
呼

ぶ
に
は
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
出
来
事
で
あ
り
、
被
災
地
か
ら
離
れ
た
私
た
ち
に
も
、

改
め
て
防
災
対
策
や
危
機
意
識
の
見
直
し
の
必
要
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
災
害
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
、
昨
年
十
一
月
、
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
等
を
合
図
に
、
住
民
自
身
が
事
前
に
選
択
し
て
い
た
避
難
先
や
経

路
を
通
っ
て
、
実
際
に
避
難
す
る
と
い
う
津
波
想
定
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
時
避
難
指
定
の
十
五
施
設（
そ
の
他
協
力
施
設
等
三
施
設
）に
、

三
千
六
百
八
十
人
の
か
た
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
千
七
百
十
六
人
の
か
た
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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避
難
施
設
ま
で
思
っ
た
よ
り
早
く
到
着
で
き
た
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
に
参
加
し
た
い
、災
害
時

の
行
動
に
つ
い
て
知
る
機
会
と
な
っ
た
、実
際
の
体

験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、避
難
施
設
・
道
の
り
が
確
認

で
き
た
と
い
っ
た
、今
回
の
訓
練
へ
の
肯
定
的
な
ご

意
見
が
、大
部
分
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
、一
人
で
の
避
難
に
不
安
を
感
じ
た
と
回
答

さ
れ
た
か
た
も
あ
り
、こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、身
近
な

地
域
の
中
で
助
け
合
う
支
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

持
ち
出
し
品
の
準
備
・
避
難
施
設
の
確
認
・
避
難
経
路
の
確
認
・
家
具
転
倒
防
止
な
ど
、防

災
の
備
え
に
前
向
き
な
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
が
、災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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今
回
の
訓
練
で
は
、「
家
族
で
参
加
」と
回
答
さ
れ
た
か
た
は
全
体
の　

％
で
最
も
多
く
、

56

次
い
で「
一
人
で
参
加
」（　

％
）、隣
人
と
参
加（
７
％
）、友
人
・
知
人（
６
％
）の
順
で
し
た
。

31

　

男
女
別
で
は
、
女
性（　

％
）・
男
性（　

％
）で
し
た
。年
齢
別
で
み
る
と
、
最
も
多
か
っ

56

44

た
の
は
六
十
歳
代（　

％
）で
、次
い
で
七
十
歳
代（　

％
）、四
十
歳
代（　

％
）と
続
い
て
い

24

18

16

ま
す
。〇
歳
か
ら
八
十
歳
代
後
半
ま
で
、年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
か
た
が
参
加

さ
れ
た
こ
と
は
、住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
高
さ
の
表
れ
と
い
え
ま
す
。
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　緊急放送（サイレン含む）が聞こえなかったと
いうご意見が、たいへん多くありました。
　また、一時避難施設に関する高さや安全性、
受け入れ体制への不安についてのご意見などが
ありました。
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　今後の対策としては、防災行政無線屋外拡声
子局の数・位置の再検討とともに、テレビ・ラジ
オ・携帯電話等から積極的に情報収集する意識
を持っていただけるように啓発、また地域ごと
の一時避難施設の検証や災害時に支援の必要な
かたへの取り組み等を進めていきます。
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